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吉備津杉尾西・奥田遺跡発掘調査現地説明会

日時： 平成13年12月22目(土〕13:30～

場所： 岡山市吉備津8-1ほか

（吉備津杉尾西・吉備津奥田遺跡発掘調査現場)

岡山市教育委員会では、配水場および加圧ポンプ場建設に先立ち、どうしてどうして発掘調査

も今のまま残すことができない部分の遺跡ついて、記録を残すための発掘調査しているの

を行っています。配水場予定地には吉備津杉尾西遺跡、ポンプ場予定地には吉

備津奥田遺跡があり、平成13年7月から調査を行っています。

なにがわか吉備津杉尾西遺跡は標高55mの尾根上にあり、旧石器～縄文時代には、狩

ったの?猟の場やそのためのキャンプ地だったようです。後期旧石器時代の遺跡とし

ては、県内での発掘調査例は非常に少なく貴重です。

また、古墳時代～平安時代には墓地であったこともわかりました。奈良～

平安時代の焼き物を利用した棺の調査例も少なく重要です。

吉備津奥田遺跡は今の水田下にあり、奈良～平安時代の集落です。この集

落では、鍛冶や祭祀用の道具などを作ることもあったようです。

遺跡位置図

1吉備津杉尾西遺跡 2吉備津奥田遺跡 3鼓山陣跡(伝羽柴秀長陣跡) 4杉尾古墳群 5真城寺裏山吉墳 6吉野口遺跡 7古備津神社

8中山茶臼山古墳 9東山遺跡 10伝賀陽氏館跡 11備中高松城跡 12石井山陣跡(伝羽柴秀古陣跡)13津寺遺跡 14加茂政所遺跡

15足守川矢部南向遺跡ほか 16惣爪廃寺 17日畑城跡 18楯築弥生墳丘墓 19加茂城跡 20御崎山陣跡(伝堀尾茂助陣跡)
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吉備津杉尾西遺跡では、おもに旧石器時代～縄文時代に使われた石 の道具がなにが出たの？

見つかっています。これらは、狩猟用の槍先や矢じりが多く、ほかにもナイフ

として使うものなどもあります。県南部の発掘調査では珍しく、いろいろな種

類の後期旧石器時代の道具が見つかりました。

古墳時代に造られたと思われる墓は、 字の形をした堀を掘り、土を盛り上L
げた四角い墓で、 辺約 です。元は石で表面を覆っていたようです。埋葬1 11m
施設は壊されるなどして詳しくはわかりませんでした。

奈良～平安時代では、焼き物の甕を利用した墓が４つ確認されています。また、遺跡内からは当時

の焼き物の破片や棺に使われたと思われる釘や金具が見つかりました。当時の役人が腰に締めた帯の

装飾品などもあり、そのような人物の墓があったと思われますが、既に壊れているようです。

吉備津奥田遺跡では、奈良～平安時代の焼き物などが多く見つかり、 棟の建物跡や畑と思われる4
溝なども確認できました。また、鍛冶に関係するフイゴの羽口や鉄さい、管玉や祭祀用具の材料とな

る滑石なども見つかっています。

吉備津杉尾西遺跡平面図(一部)
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後期旧石器時代は今よりもずっと気温が

低い時代で、瀬戸内海さえも陸地であっ

たと考えられています、そのような平野

を見下ろす場所には、ハンターたちがい

。て、いろいろな道具を残しています

後期旧石器時代の石の道具と素材

ほとんどの道具はサヌカイト製ですが、掻器は

玉髄で作られています。

縄文時代以降の狩りには、弓矢が使われ

るようになります。これによって、森の

中をすばやく動く小動物などをねらうこ

とができます。

縄文時代の矢じりとナイフ

ほとんどがサヌカイト製ですが、

黒曜石製もあります。
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北西から見た古墳(左)と

埋葬施設の調査風景(上)

手前にたまった石は、本来古墳を

覆っていたと思われます。

木の棺に使われた釘と金具

2個の甕の口を合わせた棺

役人の腰帯につけた石製装飾品

左は四角で巡方といい、右は上が丸くなる丸鞆

といいます。どちらも長方形の孔があります。
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吉備津奥田遺跡のようす

ポンプ場建設に伴い約 ㎡を調査しています。200

発掘調査の様子

畑の跡？（平安時代）

細い溝が耕した跡や区画の溝と思われます。

建物群（奈良～平安時代）

何棟も重なった状態で建物跡や柱穴が見つか

っています。鍛冶や滑石製品の生産を行ってい

た集落でしょう。

加工痕のある滑石素材

鉄器 その他の遺物

鎌や刀子（ナイフ）などがあります。 管玉、ガラス小玉や不明品です。


